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無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要
貸付 限 度 額 2,000万円
返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）
利 率 年2.30％（令和 8 年 1月 5日現在）

融 資 対 象
従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20262026
会員数 891 名会員数 891 名
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新年明けましておめでとうございます
◇新年のごあいさつ	 館山商工会議所　会　頭　安田信之
◇年頭所感
　―変革と価値共創による日本経済の再出発―
	 日本商工会議所　会　頭　小林　健
◇新年のごあいさつ
　「オール館山で創る　未来のたてやま」
	 　館山市長　　森　正一
◇新年のごあいさつ	 千葉県知事　　熊谷俊人
◇市内事業所永年勤続優良従業員表彰式を挙行
　〜市内事業所の従業員32名が表彰の栄に浴する〜
◇夕日と富士山の写真パネル設置プロジェクトのご報告

館山商工会議所HP館山商工会議所HP 館山商工会議所館山商工会議所
公式 LINE 始めました！公式 LINE 始めました！



会 議 所 だ よ り
令 和 8 年 1 月 10 日（2）

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 葛西　　博　先生
	 川名　敏昭　先生

■商標 特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、健
や
か
な
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。ま
た
、日
頃
よ
り
館
山
商

工
会
議
所
の
事
業
及
び
活
動

に
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
ず
は
、昨
年
11
月
よ
り
、会

員
の
皆
様
の
お
力
添
え
で
、館

山
商
工
会
議
所
会
頭
と
し
て
の

２
期
目
を
迎
え
ま
し
た
。感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

緊
張
感
を
持
ち
続
け
、心
新
た

に
経
済
の
再
生
に
向
け
て
精
力

的
に
動
く
覚
悟
で
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、今
後
、重
点

的
に
取
り
組
む
事
業
に
つ
い
て

触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
点
目
は
、地
域
経
営
に
つ

い
て
の
取
組
で
す
。

　

地
域
経
済
を
取
り
巻
く
環

境
と
市
内
外
の
情
勢
は
、日
々

刻
々
と
変
化
し
、非
常
に
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
歯
止

め
が
掛
か
ら
ず
、将
来
へ
の
明

る
い
展
望
が
中
々
、見
い
出
せ

な
い
現
状
は
、館
山
市
の
み
な

ら
ず
安
房
地
域
全
体
が
抱
え
る

重
要
な
課
題
で
す
。今
こ
そ
、館

山
市
内
外
に
誇
れ
る
豊
か
な
自

然
、豊
富
な
農
水
産
物
、多
様
な

人
材
な
ど
、な
い
物
ね
だ
り
で

は
な
く
、あ
る
も
の
磨
き
に
官

民
が
一
体
と
な
っ
て
邁
進
し
て

行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。土
木
・

建
設
、環
境
、福
祉
、観
光
な
ど

経
済
活
動
の
全
て
の
分
野
で
、

地
域
で
得
ら
れ
た
資
金
を
地
域

外
に
流
出
す
る
こ
と
な
く
、地

域
内
で
循
環
さ
せ
、持
続
可
能

で
、明
る
く
、豊
か
な
経
済
社
会

を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
に
、い
か
な
る
手
段
、

手
法
で
地
域
内
の
資
金
を
得
る

こ
と
が
出
来
る
か
は
、会
員
の

皆
様
、関
係
者
の
皆
様
と
英
知

を
結
集
し
て
、地
域
全
体
の
総

力
で
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

二
点
目
は
、館
山
湾
の
利
活

用
に
よ
る
地
域
全
体
の
活
性
化

に
つ
い
て
で
す
。

　

特
に
、富
裕
層
が
所
有
す
る

大
型
ヨ
ッ
ト
や
高
級
ク
ル
ー

ザ
ー
が
寄
港
で
き
る
岸
壁
の
整

備
と
旧
安
房
水
産
高
校
跡
地
の

利
活
用
は
、大
き
な
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
館
山
夕
日
桟
橋

の
施
設
の
充
実
は
勿
論
の
こ

と
、そ
の
南
側
に
位
置
す
る
館

山
港
耐
震
岸
壁
の
整
備
と
利
活

用
に
つ
い
て
は
、今
後
に
向
け

た
大
き
な
課
題
で
あ
り
、港
湾

管
理
者
で
あ
る
千
葉
県
と
そ
の

利
活
用
の
最
前
線
で
あ
る
館
山

市
と
と
も
に
、促
進
し
て
い
く

考
え
で
す
。

　

ま
た
、旧
安
房
水
産
高
校
跡

地
の
利
活
用
は
、民
間
活
力
を

最
大
限
に
発
揮
し
て
、前
述
の

施
設
や
渚
の
駅
、さ
ら
に
は
館

山
城
や
城
山
公
園
と
の
一
体

的
、総
合
的
な
視
点
で
、市
民
や

来
訪
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
空

間
づ
く
り
に
関
わ
り
、促
進
し

て
い
く
考
え
で
す
。

　

三
点
目
は
人
材（
財
）の
確
保

に
つ
い
て
で
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
、様
々
な
業
界

や
業
種
か
ら
、質
量
と
も
に
人
材

不
足
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、若
い
人
材
の
確
保
に

は
、地
元
の
高
校
な
ど
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、

勤
労
意
欲
の
あ
る
、郷
土
愛
に

溢
れ
た
若
者
が
地
域
で
働
く
仕

組
み
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。働
き
方
改
革
が
問
わ

れ
る
中
で
、賃
金
や
福
利
厚
生

な
ど
待
遇
改
善
を
図
り
、如
何

に
地
域
で
の
労
働
を
促
し
て
い

く
か
を
突
き
詰
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

館
山
市
の
基
本
構
想
で
は
、「
み

ん
な
が
主
役　

住
ん
で
楽
し
い

　

来
て
楽
し
い
ま
ち
・
館
山
」を

掲
げ
て
い
ま
す
。そ
の
実
現
に

向
け
て
、会
員
の
皆
様
と
と
も

に
、全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　

こ
の
難
局
を
乗
り
切
り
、商

工
業
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し

て
い
く
所
存
で
す
の
で
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、今
年
一
年
が
素
晴
ら

し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
御
祈

念
申
し
上
げ
、年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

館
山
商
工
会
議
所

会
頭
　
安    

田
　
信    

之

営業時間 11:00 ～ 16:00　水曜定休

館山市湊 493-24　昭和運送興業㈱となり
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謹
　
賀
　
新
　
年
　

　
館
山
商
工
会
議
所

会
　
　
頭	

安
　
田
　
信
　
之

副
会
頭	

小
　
金
　
晴
　
男

	

白
　
幡
　
　
　
進

専
務
理
事	

上
　
野
　
　
　
学

常
議
員	

小
笠
原
　
　
　
潤

	

長
　
田
　
久
　
富

	

加
　
藤
　
克
　
美

	

神
　
子
　
絵
　
美

	

上
　
山
　
立
　
巳
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名
　
光
　
俊

	

小
宮
山
　
房
　
信
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石
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角
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典
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野
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本
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三
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英
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御
子
神
　
徳
　
重

	

本
　
橋
　
亮
　
一

	

山
　
口
　
正
　
治

	

渡
　
邉
　
茂
　
也

	

渡
　
辺
　
雄
　
二

監
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克
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興
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克
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員
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副会頭
白幡　進

【社会的連帯経済 
　　　　　　～地域全体の連帯で描く、館山経済の新たな循環～】
謹んで新春のお慶びを申し上げます。平素より商工会議所活動に格別のご支援を賜
り、厚く御礼申し上げます。
先の議員総会におきまして、副会頭再任を仰せつかりました。重責に身の引き締まる
思いであり、館山の地域経済発展のため、これまで以上に努める覚悟でございます。
当地域は、少子高齢化や人口減少という長期的課題に加え、国際情勢の変動や環境問
題の深刻化など、複合的な転換期にあります。こうした時代だからこそ必要なのは、地
域全体を一つの経済圏として再構築する包括的な産業政策です。
個々の産業は独立しているように見えても、実際には密接に循環し合っています。宿
泊・飲食業には、農業・漁業などの第一次産業、運輸・物流、設備保守、サービス産業
など多様な分野が関わり、地域の裾野に支えられています。どの産業も地域の基盤なし
には成り立ちません。
今求められているのは、こうした多様な産業が「公共」を旗印に行政と連携し、地域
経済を支える社会的連帯経済の視点です。地域産業の活性化という共通目的を共有し、
業種の垣根を越えて連帯することで、館山に新たな経済循環を創り出すことができます。
皆様の一年が明るく希望に満ちたものとなりますようお祈り申し上げます。経済の循
環が進むことで笑顔が広がり、より素晴らしい館山を築いていけると感じております。
引き続き商工会議所へのご支援をお願い申し上げます。

新年明けましておめでとうございます。
　会員の皆様には輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　年頭にあたり一言ご挨拶申し上げます。
　私達を取り巻く環境、特に人口問題に関して、日本が超高齢社会に突入して久しく、
65 歳以上の人口がすでに全体の 3割に達しており、市町村にとってあらゆる高齢化社
会に対応した対策は重要性を増しています。加えて核家族化の進行により「空き家」対
策は避けて通れない課題となっています。
　昨年 11 月、大分県で大火災が発生し、折からの強風と狭い道路、そして「空き家」
の存在（４割）が延焼を加速させたと報道されていました。
　先の国交省の発表によると、「空き家」は令和 15 年には、三軒に一軒の割合になると
報告されています。私たちの地域でも「空き家バンク」が立ち上がり、行政と協議しな
がら活動が行われてきました。しかしながらその速度と利活用のマッチングが十分に
なっていないのが現状です。又、近年の建築資材の高騰で、新築家屋の着工も厳しいも
のとなっています。その点、「空き家」のリノベーション・再利用は持続可能な社会の
ためにも大切な資源と思われます。
　今後、行政・経済三団体と連携してこれらの課題を推し進められればと考えます。
結びに会員企業の充実・発展を心よりお祈り申し上げます。

副会頭
小金　晴男
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ
】

　

さ
て
、
昨
年
の
世
界
情
勢
は
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
の
長
期
化
や
中
東
情
勢
の
緊

迫
化
と
い
っ
た
地
政
学
リ
ス
ク

に
加
え
、
関
税
・
輸
出
管
理
・
産

業
補
助
・
投
資
審
査
な
ど
が
複
合

的
に
作
用
し
、
通
商
環
境
の
再
編

が
進
行
す
る
な
ど
、
不
確
実
性
が

一
段
と
高
ま
っ
た
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　

国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
日

本
経
済
は
賃
金
と
物
価
の
好
循

環
に
向
け
た
兆
し
が
明
確
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し

て
物
価
上
昇
に
賃
金
が
追
い
つ

か
ず
、
実
質
賃
金
の
着
実
な
回
復

が
最
大
の
課
題
で
す
。
長
年
に
わ

た
り
染
み
つ
い
た
デ
フ
レ
マ
イ

ン
ド
を
払
拭
し
、
成
長
の
果
実
を

賃
金
や
投
資
へ
確
実
に
循
環
さ

せ
る
こ
と
こ
そ
、日
本
経
済
の「
再

出
発
」
に
向
け
た
最
大
の
鍵
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
政
に
お
い

て
は
、
憲
政
史
上
初
の
女
性
総

理
と
し
て
高
市
総
理
が
誕
生
し
、

就
任
直
後
か
ら
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
を
は
じ
め
各
国
首
脳
と
の

会
談
を
精
力
的
に
行
い
、
首
脳
間

の
信
頼
醸
成
に
努
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
高
市
総
理
が
議

長
を
務
め
る
「
日
本
成
長
戦
略
会

議
」
に
お
き
ま
し
て
も
、
Ａ
Ｉ
・

半
導
体
、
造
船
、
量
子
な
ど
17
の

戦
略
分
野
へ
の
投
資
に
加
え
、
人

的
資
本
の
強
化
、労
働
市
場
改
革
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、
賃
上
げ

環
境
整
備
な
ど
、
将
来
の
成
長
力

を
高
め
る
政
策
課
題
が
明
確
に

示
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
成
長
戦
略

と
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
、
民
間
の

現
場
か
ら
具
体
的
な
提
言
と
実

行
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、

私
ど
も
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

【
成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固

た
る
も
の
に
～
「
変
革
」
と
「
価

値
共
創
」】

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
成
長
型

経
済
へ
の
移
行
に
向
け
た
正
念

場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

企
業
数
の
99
・
７
％
、
雇
用
の
約

７
割
（
３
大
都
市
圏
を
除
く
と
約

９
割
）
を
占
め
る
中
小
企
業
は
、

日
本
商
工
会
議
所

会
　
頭
　
小
　
林
　
　
　
健

円
安
・
原
油
高
に
伴
う
原
材
料
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど
の
高
騰
、

人
手
不
足
や
労
務
費
の
増
加
、
さ

ら
に
は
消
費
低
迷
な
ど
多
く
の

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確

固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

個
々
の
企
業
が
自
己
変
革
を
果

た
し
、
変
化
す
る
外
部
環
境
に
適

応
し
て
い
く
な
ど
、
絶
え
ず
「
変

革
」
に
挑
み
続
け
る
姿
勢
が
重
要

で
す
。
同
時
に
、
不
確
実
性
の
時

代
に
お
い
て
は
、
多
様
な
主
体
が

互
い
の
強
み
を
持
ち
寄
り
、
新
た

な
価
値
を
共
に
創
り
、
共
に
分
か

ち
合
う
「
価
値
共
創
」
の
発
想
こ

そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を

支
え
る
基
盤
に
な
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

【「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本

経
済
の
再
出
発
」
に
向
け
た
三
つ

の
重
点
課
題
】

　

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私
は

今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
変

革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経

済
の
再
出
発
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
以
下
の

３
点
を
重
点
課
題
と
し
て
当
所

の
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

１
点
目
は
「
成
長
型
経
済
の
実

現
に
向
け
た
環
境
整
備
」
で
す
。

成
長
型
経
済
を
実
現
す
る
に
は
、

コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
イ
ン
フ
レ

か
ら
、
需
要
拡
大
に
よ
る
デ
マ

ン
ド
プ
ル
型
イ
ン
フ
レ
へ
と
転

換
し
、
賃
金
と
投
資
の
好
循
環
を

持
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
適
切
な
価
格

転
嫁
と
取
引
適
正
化
の
推
進
は
、

賃
上
げ
原
資
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
官
民
を
挙
げ
て
一
層
強
化

す
べ
き
課
題
で
す
。
加
え
て
、
経

済
安
全
保
障
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
の
両
立
、
過
度
な
円
安
の

是
正
に
向
け
た
金
融
政
策
、
人
手

不
足
へ
の
対
応
、
持
続
可
能
な
全

世
代
型
社
会
保
障
制
度
の
構
築

に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
「
変
革
と
価
値
共
創

に
よ
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
『
稼
ぐ
力
』
の
強
化
」
で
す
。

成
長
型
経
済
の
実
現
に
は
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
付
加
価

値
と
生
産
性
の
向
上
が
不
可
欠

で
あ
り
、
新
分
野
進
出
、
Ｄ
Ｘ
・

Ｇ
Ｘ
の
推
進
、知
的
財
産
の
創
造・

保
護・活
用
、海
外
展
開
、ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
な
ど
へ
の

挑
戦
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

事
業
承
継
を
契
機
と
し
て
、
よ
り

強
く
魅
力
あ
る
企
業
へ
と
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
３
点
目
は
「
地
域
の
稼
ぐ
力
の

向
上
に
よ
る
地
域
経
済
循
環
の

推
進
」
で
す
。
持
続
可
能
な
観
光

地
域
づ
く
り
、
地
域
に
新
た
な
投

資
を
呼
び
込
む
た
め
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
や
税
財
政
支
援
、
地
域
の

産
業
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成

支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ

も
商
工
会
議
所
の
主
要
な
活
動

テ
ー
マ
で
あ
り
、
当
所
は
も
と
よ

り
、
各
地
商
工
会
議
所
が
中
核
と

な
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
期
待
い
た
し
ま
す
。

【「
現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
」
の

発
展
】

　

私
は
「
原
点
は
対
話
で
あ
る
」

と
い
う
信
念
の
下
、
会
頭
就
任
以

来
、
全
国
各
地
を
訪
問
し
、
地
域

や
事
業
者
の
生
の
声
を
伺
い
、
各

地
域
が
抱
え
る
課
題
の
把
握
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は

「
現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
」
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
現
場
の
声
に

真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
中
小

企
業
と
地
域
の
活
性
化
、
日
本
経

済
の
さ
ら
な
る
成
長
に
向
け
て
、

皆
さ
ま
と
共
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
多
大

な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年

頭

所

感

変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
市
政
へ
の
あ
た
た

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
３
年
目
の
昨
年
は
、
こ

れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が

実
を
結
び
、
多
く
の
花
が
開
き
、

新
た
な
成
長
を
実
感
で
き
る
一

年
で
し
た
。

２
月
に
は
、
郷
土
の
偉
人
で

資
生
堂
の
創
業
者
で
あ
り
ま
す

福
原
有
信
氏
の
功
績
を
紹
介
す

る
博
物
館
企
画
展
を
開
催
し
ま

し
た
。

４
月
に
は
、
念
願
の
「
館
山

中
学
校
」
が
完
成
し
、
新
校
舎

で
の
教
育
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

た
ほ
か
、
公
私
連
携
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
「
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｓ

館
山
」が
開
園
し
ま
し
た
。ま
た
、

母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
機
能

を
併
せ
持
っ
た
「
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、「
館
山
市
立
小
中

学
校
再
編
計
画
」
に
基
づ
く
統

合
校
の
開
校
に
向
け
て
、
館
山

小
学
校
、
那
古
小
学
校
の
改
修

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

10
月
に
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
」
が
６
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

全
国
の
皆
さ
ん
へ
館
山
の
元
気

と
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、「
九
都
県
市

合
同
防
災
訓
練
」
を
開
催
し
、

自
助
、
近
助
、
共
助
、
公
助
の

相
互
の
繋
が
り
を
強
化
し
、
多

く
の
皆
様
と
防
災
関
係
機
関
の

防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

11
月
に
は
、
長
年
交
流
を
重

ね
て
き
た
「
台
湾
宜
（
イ
ー
）

蘭（
ラ
ン
）県（
ケ
ン
）蘇
澳（
ス
ー

ア
オ
）
鎮
（
チ
ン
）」
と
の
姉
妹

都
市
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後

は
主
に
経
済
分
野
で
の
交
流
に
期

待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
８
年
は
、
市
民
の
皆
様

と
共
に
歩
み
を
進
め
る
館
山
市

の
次
の
10
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
す
「
第
５
次
館
山
市
総
合
計

画
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。

「
第
５
次
館
山
市
総
合
計
画

『
基
本
構
想
』」
で
は
、「
ま
ち
の

将
来
像
」
を
「
み
ん
な
が
主
役 

住
ん
で
楽
し
い 

来
て
楽
し
い
ま

ち
・
館
山
」
と
し
ま
し
た
。

『
基
本
構
想
』
に
掲
げ
た
５

館
山
市
長

　
　
　
　
森
　
　
　
正
　
一

つ
の
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
、

各
種
施
策
を
し
っ
か
り
と
前
へ

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
４
月
に
は
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
教

育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、「
館

山
市
立
小
中
学
校
再
編
計
画
」

に
基
づ
き
、
那
古
小
学
校
と
船

形
小
学
校
を
統
合
し
、「
那
古
船

形
小
学
校
」
を
開
校
し
ま
す
。

ま
た
、
少
人
数
の
メ
リ
ッ
ト
や

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
特
色

あ
る
教
育
を
行
う
南
房
総
地
域

初
の
小
規
模
特
認
校
と
な
る「
ま

な
び
の
杜 

房
南
小
学
校 

及
び 

神
余
分
校
」
を
開
校
し
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
学
校
再
編
に
よ
る

児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、
北
条

小
学
校
及
び
北
条
学
童
ク
ラ
ブ

の
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

私
た
ち
が
暮
ら
す
館
山
を
、

よ
り
良
い
ま
ち
と
す
る
た
め
に
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針

で
あ
る
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
、
併
せ
て

人
口
減
少
を
見
据
え
た
公
共
施

設
の
適
正
配
置
な
ど
、
居
住
と

都
市
機
能
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま

え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
と
な
る
「
立
地
適
正
化

計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
旧
館
山
中
学
校
に
つ

い
て
、
民
間
提
案
制
度
を
活
用

し
、
民
間
事
業
者
が
持
つ
強
み
・

独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
し
た

跡
地
活
用
を
通
し
て
、
地
域
経

済
の
活
性
化
や
雇
用
促
進
等
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
観
光
地
と
し
て
、
観

光
施
策
を
展
開
し
て
い
く
た
め

の
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
財
源

確
保
の
た
め
、
宿
泊
者
、
事
業

者
の
皆
様
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

千
葉
県
の
「
宿
泊
税
」
に
加
え
、

館
山
市
独
自
の
「
宿
泊
税
」
の

課
税
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

と
と
も
に
、官
民
が
一
体
と
な
っ

て
、「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く

り
法
人
）」
の
設
立
に
向
け
た
準

備
を
進
め
ま
す
。

現
代
は
、
Ａ
Ｉ
等
の
分
野
で

急
速
な
技
術
革
新
が
進
む
一
方

で
、
人
口
減
少
等
に
伴
う
人
手

不
足
が
顕
在
化
す
る
な
ど
、
行

政
運
営
に
も
大
き
な
変
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

社
会
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、

市
民
の
皆
様
に
適
切
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け
す
る
た
め

に
、
市
役
所
の
組
織
を
大
き
く

改
編
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が

力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
コ
ン

パ
ク
ト
で
し
な
や
か
な
組
織
体

制
を
整
え
ま
す
。

本
年
の
干
支
は
「
午
」
で
す
。

「
午
」
は
〝
前
へ
進
む
象
徴
〟
と

さ
れ
、〝
発
展
・
成
長
し
、
努
力

が
実
を
結
ぶ
〟
大
変
縁
起
の
良

い
年
と
さ
れ
ま
す
。

就
任
４
年
目
と
な
る
本
年
は
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
各

種
施
策
を
発
展
、
成
長
さ
せ
、

館
山
市
が
未
来
へ
大
き
く
飛
躍

す
る
年
と
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、

館
山
市
を
“
未
来
に
向
か
う
希

望
あ
る
ま
ち
〟
に
す
る
た
め
に
、

市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
企
業

や
学
校
に
加
え
、
地
域
内
外
の

多
様
な
団
体
の
方
々
、
さ
ら
に

は
館
山
市
を
愛
す
る
多
く
の
皆

様
と
の
連
携
が
大
切
で
す
。

「
み
ん
な
が
主
役
」
と
な
り
、

「
オ
ー
ル
館
山
」
で
、
活
気
あ
る

館
山
を
共
に
創
り
ま
し
ょ
う
。

結
び
に
、
本
年
も
市
政
運
営

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

「
オ
ー
ル
館
山
で
創
る　

未
来
の
た
て
や
ま
」
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謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

商
工
会
議
所
及
び
会
員
事
業

所
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本

県
経
済
の
活
性
化
や
地
域
振
興

に
御
理
解
、
御
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
３
月
に
千
葉
県
知
事
に

再
度
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
10
月
に
は
、
２
期
目
の
県

政
に
お
い
て
重
点
的
に
取
り
組

む
政
策
・
施
策
を
取
り
ま
と
め

た
「
千
葉
県
総
合
計
画　

～
千

葉
の
未
来
を
と
も
に
創
る
～
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

本
計
画
に
基
づ
き
、
頻
発
化
・

激
甚
化
す
る
災
害
や
人
口
減
少

社
会
の
到
来
な
ど
、
喫
緊
の
課

題
に
対
応
し
、
県
民
の
命
と
く

ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
誰
も

が
社
会
に
参
加
・
活
躍
し
、
豊

か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現

で
き
る
千
葉
県
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

日
本
の
表
玄
関
で
あ
り
最
大

の
貿
易
港
で
も
あ
る
成
田
空
港

で
は
、
第
３
滑
走
路
の
新
設
な

ど
、「
成
田
空
港
第
２
の
開
港

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
を

空
港
の
み
な
ら
ず
周
辺
地
域
に

も
最
大
限
波
及
さ
せ
る
た
め
、

昨
年
、
県
と
成
田
国
際
空
港
株

式
会
社
で
「
Ｎ
Ｒ
Ｔ
（
な
り
た
）

エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」

を
立
ち
上
げ
、
産
業
拠
点
の
形

成
と
そ
れ
を
支
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
「
成
田
空
港
エ
ア

ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
」
を
策
定

い
た
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
成
田
空
港
周
辺

で
の
産
業
拠
点
の
形
成
が
期
待

さ
れ
る
地
域
の
う
ち
、
特
に
ス

ピ
ー
ド
感
や
計
画
性
を
持
っ
て

整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
県
が
産
業

用
地
整
備
に
直
接
取
り
組
む
こ

と
と
し
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、

魅
力
的
な
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
本

県
の
半
島
性
を
克
服
し
、
県
内

を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
の
重

要
な
基
盤
で
す
。

と
り
わ
け
、成
田
空
港
の
「
第

２
の
開
港
」
を
支
え
る
広
域
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
強
化

は
重
要
で
あ
り
、
全
線
開
通
を

控
え
る
圏
央
道
や
、
北
千
葉
道

千
葉
県
知
事

　
　
　
　
熊
　
谷
　
俊
　
人

路
の
早
期
整
備
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
効
果
を
県
内
全

域
に
波
及
さ
せ
る
た
め
、
銚
子

連
絡
道
路
や
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
ン
な
ど
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
が
集
中
し
、
渋

滞
が
深
刻
化
し
て
い
る
県
北
西

部
で
は
、
新
湾
岸
道
路
や
千
葉
北

西
連
絡
道
路
の
計
画
の
具
体
化

の
ほ
か
、
国
県
道
を
含
め
た
道
路

網
全
体
の
円
滑
化
に
向
け
て
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
千

葉
港
に
お
い
て
新
湾
岸
道
路
の

効
果
を
最
大
限
に
生
か
す
た
め
、

港
と
連
携
す
る
臨
港
道
路
等
の

検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
成
田
空
港
の
拡
張

事
業
や
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
に
よ
り
高
ま
る
本
県
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
生
か

し
、
将
来
を
見
据
え
た
新
た
な

産
業
・
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
企
業
の
立
地
を
一
層

促
進
す
る
た
め
、
県
の
魅
力
の

Ｐ
Ｒ
や
企
業
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

補
助
制
度
の
柔
軟
な
見
直
し
等

に
よ
り
、
企
業
誘
致
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
新
た
に
県
全

域
が
指
定
さ
れ
た
国
家
戦
略
特

区
の
制
度
を
幅
広
い
分
野
に
お

い
て
活
用
す
る
な
ど
、
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
産
業
拠
点
の
形
成

や
新
事
業
の
創
出
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

県
内
経
済
の
持
続
的
な
発
展

に
向
け
、
物
価
高
騰
や
人
手
不

足
、
米
国
の
関
税
措
置
等
の
影

響
を
受
け
る
中
小
企
業
に
対
す

る
適
切
な
価
格
転
嫁
の
推
進
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
導
入
の
た
め
の

伴
走
支
援
や
従
業
員
の
奨
学
金

返
還
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実
現

に
向
け
て
、
企
業
等
の
脱
炭
素

化
や
、
ぺ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽

電
池
や
洋
上
風
力
発
電
な
ど
に

よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
の
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

雇
用
関
連
で
は
、
働
く
若
者

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
所
得
向

上
、
就
職
氷
河
期
世
代
を
含
む

ミ
ド
ル
世
代
の
安
定
し
た
就
労

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
魅
力
あ
る
観
光

地
づ
く
り
に
取
り
組
む
ほ
か
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
誘
致
を
促

進
し
ま
す
。
ま
た
、
宿
泊
税
に

つ
い
て
は
、
宿
泊
事
業
者
や
市

町
村
の
御
意
見
を
踏
ま
え
、
導

入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

国
際
関
係
に
つ
い
て
は
、
姉

妹
都
市
・
友
好
都
市
等
と
の
交

流
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
昨

年
10
月
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を

訪
問
し
、
日
本
と
同
国
の
閣
僚

級
会
議
で
あ
る
日
豪
経
済
会
議

に
出
席
し
た
ほ
か
、
各
種
視
察

や
企
業
・
自
治
体
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

県
で
は
、
本
年
県
内
で
初
開

催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
同
会

議
の
成
功
に
向
け
て
協
力
す
る

と
と
も
に
、
諸
外
国
と
の
友
好

関
係
を
生
か
し
、
本
県
の
国
際

化
や
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る

取
組
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
開
催
さ
れ
た
大
阪
・
関

西
万
博
で
は
、
発
酵
を
テ
ー
マ

に
出
展
し
、
多
く
の
方
に
ご
来

場
い
た
だ
き
、
好
評
を
得
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、
県
内
各

地
の
多
彩
な
発
酵
の
魅
力
を
発

信
す
る
な
ど
、「
発
酵
県
ち
ば
」

の
取
組
を
一
層
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
11
月
に
は
、
ち

ば
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
を

開
催
し
ま
す
。
本
県
の
持
つ
多

様
で
豊
か
な
自
然
や
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
「
海
の
上
を
走

る
」
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
県
の
魅
力

発
信
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

千
葉
県
の
更
な
る
飛
躍
に
向

け
、本
県
の
有
す
る
「
空
」「
海
」

「
里
」
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
、

県
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
新
し

い
千
葉
の
未
来
を
創
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
商
工
会
議
所
及
び
会
員

事
業
所
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
御

発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ



会 議 所 だ よ り
（7）令 和 8 年 1 月 10 日

令和7年度

市
内
事
業
所
永
年
勤
続

市
内
事
業
所
永
年
勤
続

　　  

優
良
商
工
従
業
員
表
彰
式
を
挙
行

優
良
商
工
従
業
員
表
彰
式
を
挙
行

32名が表彰の栄に浴する
おめでとうございます！

　

館
山
市
と
館
山
商
工
会
議
所
が
共
催
す
る
、
令
和
７
年
度
市
内
事
業
所
永
年
勤
続
優
良

商
工
従
業
員
表
彰
式
が
、
12
月
３
日
（
水
）
館
山
商
工
会
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
制
度
は
、
市
内
の
同
一
事
業
所
に
10
年
以
上
勤
続
し
、
他
の
模
範
と
な
る
勤

労
意
欲
と
誇
り
高
い
愛
社
精
神
を
持
っ
た
従
業
員
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
永
年
に
わ
た

り
所
属
企
業
の
発
展
に
尽
力
し
、
さ
ら
に
地
域
経
済
を
力
強
く
支
え
る
原
動
力
と
な
っ
た

優
秀
な
従
業
員
を
表
彰
す
る
、
非
常
に
権
威
の
高
い
表
彰
制
度
で
す
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
方
は
、
館
山
市
長
・
館
山
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰
、
勤
続
30
年
以
上

13
名
、
勤
続
20
年
以
上
８
名
、
勤
続
10
年
以
上
11
名
、
合
計
32
名
の
皆
様
で
す
。
氏
名
及

び
事
業
所
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

代表者謝辞　木村　誠さん

館
山
市
長
・
館
山
商
工
会
議
所

会
頭
表
彰

◇
勤
続
30
年
以
上　

13
名

石
井
秀
樹
（
㈱
ダ
ス
キ
ン
館
山
）・

田
辺
真
一
（
㈱
ダ
ス
キ
ン
館
山
）・

金
田
は
る
江
（
極
洋
船
舶
工
業

㈱
）・
小
倉
正
敏
（
房
州
物
流
㈱
）・

遠
藤
博
英
（
房
州
物
流
㈱
）・
木

村　

誠
（
㈱
房
洋
堂
）・
佐
藤
武

夫
（
羽
山
信
一
税
理
士
事
務
所
）・

鈴
木
澄
枝
（
羽
山
信
一
税
理
士
事

務
所
）・
林　

正
直
（
羽
山
信
一

税
理
士
事
務
所
）・
山
根
賢
義
（
羽

山
信
一
税
理
士
事
務
所
）・
黒
川

美
津
子
（
羽
山
信
一
税
理
士
事
務

所
）・
鈴
木
由
美
子
（
羽
山
信
一

税
理
士
事
務
所
）・
伊
丹　

剛
（
昭

和
運
送
興
業
㈱
）

30年以上代表　金田はる江さん20年以上代表　岩瀬高典さん

◇
勤
続
20
年
以
上　

８
名

北
原
貴
昭
（
極
洋
船
舶
工
業
㈱
）・

庄
司
武
史
（
㈲
房
州
日
日
新
聞

社
）・
鈴
木
計
也
（
房
州
物
流
㈱
）・

堀
田　

功
（
㈱
房
洋
堂
）・
粕
谷

省
吾
（
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
税
理

士
法
人
）・
岩
瀬
高
典
（
㈱
岡
部

建
設
）・
西
尾
尚
樹
（
㈱
岡
部
建

設
）・
石
井
正
行
（
昭
和
運
送
興

業
㈱
）

◇
勤
続
10
年
以
上　

11
名

深
瀬
裕
太
（
極
洋
船
舶
工
業
㈱
）・

川
名
　
拓
（
極
洋
船
舶
工
業
㈱
）・

早
川
美
咲
（
㈲
房
州
日
日
新
聞

社
）・
鈴
木
亮
平
（
房
州
物
流
㈱
）・

佐
藤
　
努
（
房
州
物
流
㈱
）・

新
田
　
勇
（
館
山
信
用
金
庫
）・

鈴
木
尚
哉
（
館
山
信
用
金
庫
）・

海
瀬
友
基
（
館
山
信
用
金
庫
）・

植
田
延
代
（
昭
和
運
送
興
業
㈱
）・

中
山
　
亮
（
昭
和
運
送
興
業
㈱
）・

石
井
真
佐
子（
昭
和
運
送
興
業
㈱
）

10年以上代表　新田　勇さん



会 議 所 だ よ り
令 和 8 年 1 月 10 日（8）

夕陽と富士山の写真パネル設置プロジェクトご協賛者様
（敬称略）

55 の事業所・個人の皆様から、770,000 円のご協賛を頂きました。
（上記以外に、事業所名やご芳名の掲載を望まれない 6名の方々からもご協賛を頂きました）

皆様から多大なるご協賛を頂き、厚く御礼申し上げます。

夕陽と富士山の写真パネル設置プロジェクト　収支報告（令和 7年 12月 12日）

㈱ 加 納 ペ イ ン ト 工 業
晴 和 会 ㈱クリエイト・エンディ
渡 辺 建 設 ㈱ ㈱ ユ タ カ 設 備 工 業 所
㈲ 幸 田 旅 館 ゆ り 庵 ㈱

㈲ は や か わ 花 し ぶ き リ ゾ ー ト ㈲ 山 本 商 店
君津信用組合館山支店 ㈱ 清 水 屋 商 店 ㈲ 木 村 ピ ー ナ ッ ツ
㈲ コ ミ ヤ 電 気 工 事 上 野 　 澄 子 白 子 屋 酒 店 ㈱ 岡 部 建 設

㈲三滝コンクリート工業 ㈱ サ ン グ リ ー ン 亀 田 酒 造 ㈱ ㈱ シ ン セ イ

㈲ イ ワ タ ニ ラ イ フ ㈱ 大 成 渡 邉 　 文 雄 マリンステーションハサマ

㈲ レ イ ン ボ ー 田 中 惣 一 商 店 渡 邉 　 尚 行 ㈱ 千 辰 地 所

千 葉 美 装 ㈱ イントコーポレーション㈱ ㈲ カ ミ ヤ マ ㈲ 三 平 商 会

㈱ ま る い ㈲ 正 囍 ローソン館山 山本店 昭 和 運 送 興 業 ㈱

㈱ 房 洋 堂 サ ン・ テ ッ ク ㈱ 眞 汐 　 眞 一 Ｐ Ｕ Ｂ　 Ｗ Ｉ Ｎ Ｇ

㈲ ケ ア ㈱ 波 奈 鈴 木 　 笑 里

民 宿　 つ の だ 髙 橋　 昌 行 秋 山 　 清 伊 熊　 雅 美 船 形 ハ ウ ス

協賛金合計 770,000円

支出合計（看板設置、写真謝礼等） 1,279,195円

差引金額  509,195円

※差引金額は、館山商工会議所より支出いたしました。 




